
生鮮・加工食品業界、薬品業界、物流・流通業界、などで、業務効率化の為の運行管理や、
品質保証の為の温度管理のニーズが非常に高まってきており、低コストでの管理システムの
実現が望まれています。
そのニーズを満たすため、社会の既存インフラであるPHS通信網を利用した通信モジュール
に、温度センサーを組み込み、食品業界、物流・流通業界など幅広く利用可能な形でのシス
テム構築を行いました。

システムの概要

システムの特徴

●PHS通信網のMVNO(仮想移動体サービス事業者)の通信機器のみを
使用した形でのシステム構築の為、通信フォーマットをシステムに合わ
せた形で自由に策定が可能となります。
この為システムの拡張性があり、ユーザーニーズの反映が可能です。
現在のシステムでは、下記機能の実装を実現しました。

・位置データと、配送先の所在地データの自動照合による着荷自動登録。
温度、位置ともに10分～ 2時間間隔でのデータ通信間隔設定。
・異常検知(温度異常、荷物未着)時の警告メール配信。
通信圏外時の未送信データはRFタグ内メモリに保存し通信圏内で一括送信。
・温度異常、バッテリー残量低下時の本体パネルのLED点灯。
・管理サーバーから、RFタグに内蔵されたバッテリー残量の把握が可能。

テ ー マ ：温度センサー内蔵アクティブ型RFタグ
「トレイルキャッチ」による物流管理
トレーサビリティシステム
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拠点間の輸送状況をデータ送信し、データセンターのサーバーに蓄積。
管理画面への展開、異常発生時には警報メールの配信を自動的に行います。

システム全体図
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